
 

 

 

子どもの「よさ」を発揮する場を 
 

校長 堀川 邦夫 

 里公小学校の体育館工事も無事に終わり、15 日から体育館が使えるようになりました。

子どもたちにとっては、久しぶりに里公小の体育館で活動することができ、うれしい笑顔が

たくさん見られています。 

 そのような中で、11 月２日（土）里公小学校閉校記念式典の発表練習も本格的に始まりま

した。里公小学校 114 年の長い歴史を終える大切な式典です。この日に向けて、地域・PTA

の皆様からは、たくさんのご尽力をいただきました。感謝申し上げます。この地域には里公

小の卒業生も多いと思います。様々な思い出があるのではないでしょうか。子どもたちの発

表をご覧いただき、当時のことを思い出していただければ幸いです。 

 校長としては、この記念式典で里公小学校が閉じることと同時に、今、学校で生活してい

る子どもたちの「よさ」をたくさんの方からご覧いただき、子どもたちを称賛してもらいた

いという願いがあります。呼びかけや歌の発表を自信をもって表現する姿が、今の里公小の

「よさ」です。このよさを発揮する場として 11 月２日が大切

な機会となってほしいです。 

 ９月 30 日には上越市小学校親善陸上大会が行われました。

６年生はこの日に向けて里公小のグラウンドや上越市陸上競

技場で練習を重ねてきました。女子走り幅跳びと男子走り幅跳

び、男女混成リレーに参加した児童が入賞しました。それだけ

でなく、自己記録を目指し、懸命に競技した子、力いっぱい友

達の応援をした子、どの子も自分のよさを発揮していたと思い

ます。 

 この４月に里公小に赴任し、学校経営の中核として「子ども

のよさを伸ばそう」と職員に伝えてきました。これからも里公

小学校の子どもたちのよさを大切にして伸ばしていけるよう

支援していきます。 

里公小だより 
【教育目標】 

学びとる子 思いやる子 きたえる子 

R６年１０月 

１１月２日の閉校記念式典に向けて～合唱練習～ 



 貴重な本を寄贈していただきました 

先日、学校運営協議委員長様がご来校し、三和まなびの会様が作成し

た本を寄贈してくださいました。本の題名は、「昭和の郷愁イン三和」で

す。昭和時代の三和の様子について、当時をよく知る方へのインタビュ

ーや写真などを加えている本です。３年生が総合的な学習の時間や社会

科の学習で活用したり、子どもたちが図書室で読んだりしていきたいと

思います。貴重な本をありがとうございました。 

11月の予定 

日（曜） 行事・活動等 

１日（金） 閉校記念式典前日練習（５時間目） ６年生前日準備（６時間目） 

２日（土） 里公小学校閉校記念式典（午前９時登校です） 

５日（火） 11月２日閉校記念式典の振替休業日 

６日（水） 図書ボランティアさんからの読み聞かせ ３年 

３年生、５年生校外学習 

７日（木） クラブ活動（４～６年生）最終日 

８日（金） 
第２回「ライフマネジメント週間」（～11/14） 

６年生校外学習 

11日（月） 鉄棒旬間（～22日） 

12日（火） 全校朝会 市教育研究会研修のため、全校給食後下校 

13日（水） 図書ボランティアさんからの読み聞かせ ４年 

５年生美守小との外国語交流活動 

２年生 上杉小、美守小との交流活動（うみがたり） 

14日（金） 委員会活動（５，６年生）  

学校訪問カウンセラー、スクールカウンセラー来校日 

15日（金） ５年生 美守小との交流活動 

19日（火） 1年生 上杉小、美守小と合同で人権に係る出前授業（ランチルーム） 

20日（水） 図書ボランティアさんからの読み聞かせ ５年 

６年生「里公祭り」8:40～12:10 体育館 

21日（木） 三和中学校区いじめ見逃しゼロスクール集会（6年生参加） 

学校訪問カウンセラー来校日 

25日（月） 読書週間（～30日）（予定） 教育相談週間（～29日 朝 8:15～8:30） 

26日（火） テラスカイ出前授業（５・６限）６年生 

27日（水） 図書ボランティアさんからの読み聞かせ ６年 

６年生美守小と外国語での交流 テラスカイ出前授業（５限）６年生 

28日（木） 学校訪問カウンセラー来校日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三和中学校区同和教育推進の取組 №２ 
『現地学習会と上越地区の部落差別の実態を学ぶ研修会』 

 ２学期から、人権教育、同和教育推進に向けた具

体的な取組が各校でスタートしました。 

 三和区の教職員は、子どもたちに同和教育、そし

て部落問題学習を中核とした人権教育の授業を

通して、部落差別に関わる正しい知識と差別根絶

に向けた実践力を育めるよう、教師自身の人権意

識を高め、正しい知識理解を得るための研修を重

ねています。 

 白山会館での現地学習会では、差別を受けた

人々の辛い思いを知り、差別根絶のために教育

が担う重要な使命を再確認しました。また、新潟

工科大学特任教授 秋山正道先生のご講義で

は、上越市史から紐解く部落差別の現状を学び、

部落差別問題についての理解を深めました。 

 今後も教師自身の学びを深め、 

差別のない社会を目指した 

同和教育を推進していきます。 


